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進めます

〝ともに学びあうまち 〟 づくり

1
2月
補
正
予
算
1
5億
円
を
可
決

1
2
月
開
催
の
第
4
回
区
議
会
定
例
会
で
、
一
磐
罸
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
禰
正
予

算
(
総
額
扣
墟
T
干
剱
万
門
)
が
可
決
さ
れ
ま
し
%
こ
の
予
算
に
は
、
(
仮
称
)
教
育
振
興

公
社
運
哀

切
成
、
(
仮
称
)
牛
涯
学
習
総
合
衒
狠
の
建
設
、
(
仮
称
)
。泝

屁

唏
一
果

ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
礑
吸

な
ど
が
盛
a
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

(
仮
称
)
教
育
振

興
公
社
の
運
営

5
億
4
千
万
円

区
で
ば
現
在
、
学
校
教
育
を

胚
袰
温
灸
至
汪
学
蕀
体
制
の

壓
7

遥
め
て
い
ま
ず
。

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
教
育

の
芫
実
と
戸
石
に
、
こ
れ
ま
で

の
学
校
・
地
域
・
関
連
教
育
機

関
な
ど
の
領
餮
勗

え
た
連
携

奎
凶
ひ
、
變

葯

な
サ
ー
ビ
ス

体
制
を
確
立
寸
三
y
」と
か
不
可

参
ぷ
y
。

そ
'
4

整生

汪
学
蓼

総
合
的

に
推
壟

灸
だ

め
(
仮
称
)
財

邱
漲
人
足
立
区
教
音
絋
甌
公
社

を
設
立
し
、
行
啓

矗

莞
し
な

が
ら
柔

軟
か
つ
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
効
率
的
に
供
給
し
て
い
き

ま
す
(
平
成
5

年
舂
設
立
予

定
)
。

今
回
の
補
正
予
輿
で
は

、
そ

の
設
立
資
姙
と
し
f
にこ
盾
了

千

万
円
奮
酊
卜
匸
蚤

し
た

。

ま
瑟

婁
丙

容
(
案
)
は
次

の
と
お
り
で
す

。

▽
(

仮
称
)
足
立
区
生
圧
学
習

館

、教
育
セ
ン
タ
ー
、(仮
称
)
　

県
糴

又
化
セ
ン
タ
ー
の
萱
埋

莟

鼻
症

マ
牛
団

欒
侖
の
機
会
や
情
報
の

提
供
、
活
動
の
支
援
、
調
査
‘

研
究
等

地
域
福
祉
の
活
動
拠
点

(
仮
称
)
足
立
区
総
合
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
建
設

7
8
0
万
円
(
設
計
費
)

本
格
的
な
高
齢
化
拡
參
迥

え
、
多
9
化
冨

函

堽

ニ
ー
ズ

に
対
爪
矛
夂
だ

め
に
は
、
啄
t
(

な
マ
ン
パ
ワ
ー
今

奩

と
し
、

特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
担
{
優

創
は
、
な

武
天

忝
な
も
の

が

あ
9

甼

。

既
に
愆
燹

れ
て
い
る
酉
綾

瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

新
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
畳

建

設
中
の
(

仮
称
)
六

月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に

却
茂
、
釿
た
に
(

仮
称
)
足
立

区
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
(
日
ノ
出
町
)

を
設
飄
に
}ま

す

。こ
の
(

仮
称
)

足
立
区
総
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は

、
地
域
の
活
動
拠
点
に
加
冤

て

、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
呎
と
し
て
の
機
能
も
耒

だ
し
て
い
さ
豕
す
(
平
成
6

年

廴

月
開
所
予
足
)
。

◇

◇

◇

こ
Q

ほ
か
、
發
貝
の
給
与
費

(
1
曾

羊

万
角

余
)
、東
武
鉄

導
(

師
線
立
体
化
穃
爾
工
亊
追

加
分
(
3

千
万
円
余
)
な
ど
を

計
占

沃

に処

。

く
わ
し
ぐ
は
、
本
庁
舎

♀

住
)
・
予
算
課
ま
で

魯
(
{
a
Q

乙
}
l
l
L

㈹

〝学
び
す
と
〟
が
集
う

(
仮
称
)
生
涯
学
習
総
合
施
設
の
建
設

7
千
6
2
0万円

区
民
の
学
習
意
欲
の
多
様

化
・
高
度
化
に
対
応
し
、生
涯

に
朽
た
る
学
習
機
会
を
鞳
爾
・

充
実
寸
気
だ
め
。千
住
五
天
-

に
(
仮
称
)
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
や
新
中
夭
図
書
館
等
の
(
仮

称
)
牛
雇
学
習
総
食
鍔
苳
硅

設
し
豕
罵
そ
の
貎
酊
委
託
料

等
了
千
6
2
0
万
円
蚩
酊
鳶
汞
し

た
(
4
～
5
年
度
の
債
務
負

担
)
。

こ
の
畧
尽
は
、
一
部
を
辰
送

大
学
に
貸
与
し

、
教
育
資
眤
の

相
百
活
用
を
な
冫

黔
も

に
、

牛
窪
學
窗
関
連
機
関
・
施
錏
・

団
体
等
の
連
携
調
整
や
学
習
情

報
の
塲
醸

。学
習
相
談
の
充
実

、

指
導
者
の
饗
成
、
牛
窪
学
習
に

必
鼕
な
調
査
・
研
究
等
を
実
施

す
る
機
能
牙
痔
だ
筈

ヂ

。

一
刀
既
は
平
成
9

年
苳

箪

走

し
て
い
ま
す

。

い つでも、どこでも、みんな で学べる まちに

「あだち広報」発行日のお知らせ

今年
のrあだち広報亅は、今号が最終 号にな

り ます。来年1 月は、1 日( EXPRESS 元
旦号) 、15日、25日に新聞折り 込みでお届けし
ます。
来年も「あだち広報」をよろし くお願いし ま

す。 〈広報課〉

「足立区住宅マスタープラン」について

足立区住宅政策懇談会の答申がさ れました

庄
屋

梠
の
高
騰
や
賃
賃
住

宅
家
賃
9

に舁
等
の
住
S

問
題

が

、
歩

弓

く
9

籌

腮
て
い

く
ふ

夫

忝
な
問
鶚
と
な
っ
て

い
零
歹
。
区
で
ほ

、
区
民
の
皆

‘兄

が
安
心
し
て
快
適
に
住
め

る
僅
宅
布
£
g

纎

境
を
冥
現

官
{
だ

め
に

、「
足
立
区
住
宅
マ

ス
タ
ー
ゴ
フ
ン

」
岑
策
電
す
る
y

い
と
に
な
9

所

だ

。

そ
y
」で
、今
缶
を
月
に
区
民

代
表
、z
謡
験
者
等
で
構
成

す
る
「
足
立
区
嘩
5
叙
策
懇
談

合
(

表
1
)
奮
―

匸

、
棆
討

武
齟
い
ぎ

に‥た

。

そ
の
結
果
、
区
に
芻
7

薪

し
い
住
S
収
策
の
体
系
と
y
里

的
方
向
に
つ
い
て
祐
弩
9
日
、

区
長
に
寮
哭
れ
声
レ
た
。

・
住
宅
政
策
の
目
標
と
計
画
の

期
間「ゆ

と
り
多
淫
ま
い
・
住

環
境
の
実
現
ご
荼
毘
馨
を

し
刄
次
の
t
つ
の
目
欅
り
も

と
に
、曼
篩
な
庄
S
區
霎

展
開
。平
成
1
2
年
(
酉
暦
ワ
X
U

8
年
)
奮
{
『
面
の
期
間
と
じ

て
い
李
y
。

①

新
し
い
都
市
構
造
の
形
涙

(に
ぎ
わ
い
の
あ
る
地
域
核

淞
櫚
い
の
あ
る
足
住
地
域
の

調
和
)

②
i境

の
形
成

③

侵
法
器
の
鳶
頸
と
交

流
の
活
性
化

④

高
塹
戡
張
心
し
て
任
め

る
庄
環
境
の
筬

希
計
画
の
基
本
フ
レ
ー
ム

①

人
口
・
世
帯
数
(表
2
1
　
1
)

、
住
宅
数
9

樶
(
表
2
　
1
2
)

②

居
庄
水
準
の
目
標
(
表

3
)
、
住
宅
水
準
(
塁

迢

厦

別
に
み
た
住
渠

訶
百
)
は
、

国
の
嘩
宅
幤
寥
冫
万
年
計
画

に
お
け
久
栄

準
に
準
拠
し
つ

つ
。
施
策
、
地
域
等
に
応
じ

て
弾
力
性
の
蜀
S

笠

区
独

自
の
水
濫
設
定
を
行
い
声
‥
‘

た
。

・

推
進
す
る
住
宅
施
策
(

次
の
5

つ
の
項
目
登
疉
本
的
施
策
と

し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
)

①

公
共
住
柔

畄

硲

②

良
男

渓

間
住
宅
の
供
給

と
ス
ト
ッ
ク
蘖
用

③
持
家
所
得
と
更
新
の
促
進

④
多
哢
な
二
'
-
ズ
に
こ
な
凡

忌

咆
の
覊
給

⑤

い
つ
ま
で
叭
ぼ
み
概
罵
'

れ
る
豕
石
づ
く
り

・
市
街
地
別
住
そ
整
備
計
画
　

市
街
地
の
特
性
に
よ
っ
て
。

6
つ
の
タ
イ
プ
の
住
宅
市
街
地
　

(
ゾ
ー
ン
ニ
次
紐
、
そ
れ
ぞ

れ
の
蚕
湃
の
万
向
を
y
し
て
い

ネ
y
。

ま
ぺ

各
市
街
地
り
冫
R

重
点
的
に
簗

ボ
供
給
す
久
瓱
-

点
曁
跼
導
地
域
に
定
め
。
強

力
に
住
宅
供
給
を
僭
進
し
て
い

く
y
}と
に
し
て
い
ま
す
。

一
計
画
の
実
現
に
向
け
て

以
卜
の

計
画
を
冥
現
す
久
だ

め
に
は
、
法
的
根
駟
ζ
な
る
住

宅
棊
本
条
例
の
制
定
や
区
の
執

行
体
制
の
強
化
。
ま
た
、
国
・

都
へ
の
制
度
的
、
財
政
的
支
援

を
嬰
睛
冨
9

整ど
は
傴

只

ん

の
'
にと
、
R
罠

の
皆
豕
ん
や
事

業
者
の
方
々
と
の
協
召

餓

餮

に
な
り
豕
す
。

※
く
わ
し
ぐ
は
、「
あ
た

ち
広
報
E
X
P

」
瓦

月
丁
自

早

お
知

侭
芦
¥

ヂ

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
。

住
宅
対
策

雲
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
　

㈹

表1　 足立区住宅政策懇談会委員

表2- 1　 人口・世帯数・住宅数

表2- 2　 住宅数の目標

表3　 足立区誘導居住水準
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年
内
に
必
要
な
手
続
き
は
お
早
め
に

年
末
年
始
の
業
務
内
容

区
の
窓
口
事
務

区
忿
町
區
{
事
筋
所
、
福

祉
事
務
所
、
保
健
所
な
ど
は
、

閨
冐
茣
l
t

め
竿
宋
は
1
2

既
曾
(
さ

か
R

新
年
は

八亘
w
ま
で
業
務
l

揀
み
手

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
佳
)
・

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

紊

ほ

甼
央
窓
町
庁
舎

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

本
庁
舎
地
下
駐
車
場

区
信
一
庁
舎
(
千
庄
)
の

地
下
畦
車
場
峡
1
2
月
2
9日

(さ

か
り
1
月
3
日
(
日
)

ま
で
お
休
み
じ
祟
ず
。

間
龠
せ
皃
　
聯
蚕
刄
メ
、り
公

社
(
3
6
u
4
)
7
7
6
1

公

社

施

設

抛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス

ポ
L
ツ
谷
驚
狡
(
社
命
教
育

館
、
体
育
【
瀰
靱
珊
屁
g

は
、
1
2
月
2
8
曰
(
月
)
か
ら
1

月
一
白
(
a
ま
で
、
年
宋
年

胎
お
よ
び
館
内
暖
備
の
蕕
休

粹
I
ヂ
(
す
い
す
い
兄
ど

綾
順
に
つ
い
て
は
、
1
2
罸
苜

と
I
月
1白
の
み
坏
館
)
。

な
覡

曾
♀
a
の
施
黔刹
E

蹣
遺
食
呵
L
自
4
砒
限
り

瓦
艮
弛
い
求
す
。

図
書
館
・
郷
土

博

物
館

な
ど

区
内
の
自

害

犀
、
郷
十
薄

物
肥
莪

貨

殖
甘
(

巳

か
ら
、

勤
労
福
祉
会
館
は
1
2
月
2
9
日
(

火
)

か
ら
1
月
4

日
(
月
)

ま
で
、
年
宋
年
賄
お
よ
び
館
内

整
理
の
た
め
休
館
し
ま
す

な
お

、
勠
労
福
祉
令

了

月
l
t

月

烏

口
(
水
)

午
前
1

時
か
ら
佇

い
求
罵

ま
た
、
女
荐
磐
芒
ン
タ
ー

は
、
1
2
昼
甘
(
火
)
か
ら
r

月
I
ロ
(
日
)
ま
で
悍
館
(
情

報
資
料
搴
秡
貨
忿
只
か
ら
Υ

月
4
日
、
女
性
相
談
は
1
2
月
2
6

日
L
L
a
5

日
ま
で

休
み
)

。

清

掃

作

業

□
ゴ
ミ
収
集
可
燃
・
分
別
ご

み
咳
貨
恥
具
水
)
ま
で
。

年
控
T
a
y
R
(

火
)
か

ら
収
笋
i
チ

。

資
源
ご
み
は
1
2月
2
8日

「
a

ま
I

蓆
始
は
」
倚

ゑ

口
(
火
)
か

晟

集
し

ま

す
。く

わ
し
ぐ
は
、
集
積
所
の

ビ
フ
を
ご
覧

く
w
き

い
。

□
粗
大
ゴ
ミ

琿
未

瞞

貨

黔

日
(
日
)
地
区
ま
で

収
集『

年
始
は
卜
&
ク
'
邑
(

さ

か

急
a

尽
じ

要

。

□
し
尿
の
収
集
早
く
た
搴
(
y

ご
家
庭
は
1
2
月
匹
酉
(
月
)

ま
で
に
ご
悳
曷
く
だ
さ
い
。

年
始
は
1

月
5
日
(

さ

か

ら
受
辺

胼
¥

歹
。

問
龠
せ
兔

足
2

東
清
掃
事
務

所

(
3
8
8
9
)
C
7
1
l

籌

茜

渭
掃
事
務
所

(
3
8
R
a
)
2
1
4
1

病
気
に
か
か
っ
た
ら

休
日
診
療
所
へ

1
2
月
3
日
か
ら
1
月
3
日
ま

で
左
表
の
と
お
り
休
曰
齢
療
を

行
い
家
す
。な
両

日
矇
・
祝

曰
も
黯
撩
s
行
つ
て
い
宋
罵

竹の塚休日診療所
竹の 塚休日 歯科 診療所 案内図

( 竹 ノ 塚 駅 東 口 徒 歩5 分)

休 日 診 療 所 一 覧 救
急
病
院
、休
日

当
番
医
の
案
内

□
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

(
3
2
l
2
)
2
3
2
3

□
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
(

儺
康
案
内
ひ

蔘
わ
叺
)

(
5
2
7
2
)
O
3
Q
a

※
食
中
毒
、
伝
染
荊
の
茆
S

な

ど
ゐ

緊
急
の
塀
e

は
、
東
京
郡

保
僵
医
疲
情
報
セ
ン
タ
ー
ヘ
ご

連
耨
く
だ
さ
い

。

保
健
・
衛
生
ガ
イ
ド

ご 協力く ださ い

12月・1 月の献血

愛
の
献
血
に
ご
協
力
ぐ
だ
さ

い
。

日
時
・
9
所

▽
り
河

芻
は
・
・・

莎

ぶ

釈
西
口

▽
L
自
始

日
・・・
中
央
冰
町
住
区
セ
ン
タ
1
(

中
央
本
町
l

。1
5
-
1
)

い
ず

れ
呶

午

前
1
0
時

I
午
後
λ

慝

芬
(

屋
食
・

休
醋

″
間
濫
7
)

問
合
せ
先

葛
飾
亭
i

血

液

セ
ン
タ
ー

(
p
a
2
)
2
8
0
1

本
斤
舎
(
千
住
)

矗
盾

甼

防

係
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

医
療
従
事
者
の

皆
さ
ん
へ

年
末
届
を

お
忘
れ
な
く

医
師
な
ど
の
兪
師
を
持
つ
医

療
竃
事
瀟
『
法
律
に
弓
く

蚕
齏
(
1
2
罸
甘
'
慳
)
を

機
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
職
槙
と
乗
件

⑤
医
師
・
書
篋
師
・
爽
剤
師

・
-
翕
猛
畳
祀
罵
い
て
い
"

い
冫

器

真

が
対
象

⑤
保
″
磚

・
助
塵
磚
・
看
罵
婦

(
古

・
准
看
跚
蒹
(
古

・
曲

科
帯
手
エ
・
歯
科
妓
工
聿
・
・

陋

い
で
業
u
r
n

事
し
て
い

る
万

届
出
期
限
L
a

甘

届
出
用
紙
1
2
月
中
旬
に
現
業

弥
に
配
布
の
吊
定
で

す
が
Q

の
瞻
糎
で

就
纂
ざ
れ
て
い

な
い
方
吸
痣
虜
地
の
保
健

所
や
虚
祺
菅
s
渡
し
し
ま
す

届
出
・
問
合
f
旡

偬
刄

醤
9

ゑ
葆
邸
汞
ぼ
歸
衵
当

ま
で

▽
足
立
保
健
屏

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

▽
干
蝣
慶
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ゆ
ず
湯銭

湯
無
料
開
報

1
2
月
2
1
日
(
月
)
は
。
ゆ
す
為

Q
槇

手

。
6
5
歳
弓

右

小
学

素

雫
i
J

は
、
区
内
の

銭
湯

に

無
耻

大

浴
で

羣

畳

。

番
台
で
年
齢
奮
胃

で

ぐ
だ

さ
い
(

証
明
書
等
は
不

用
で

す
)
。
お
気
軽
に
ご
2

气

問
合
せ
先

杢

ぼ
舍
(
千
住
)
・

聾

靈

錣

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

歯
周
病
予
防
教
室

(
3
日
制
)

日
程
・
内
容

▽
L
a

官

・・
・
{

講
演
}
米
酒

盜

罠
(

東

憂

齧

昊

学
)
T
a

甘

・
3
月
如

以
i
歯
ヲ

ラ
シ
冫
の

他
の

葱

餡

嶌
を

便
つ
刄

畄

甘

時
間

い
ず
れ
夊

午
泌
T

時
3
0

分
～
3
欹

芬

・
貨

図
人

申
込
刀
法
!

挈

約

婦
所

・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
鼎

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

肝臓とお洒の
上手なつき合い方
～脂肪肝・アルコール性肝炎予防教室～

健
碆

断

で
淮
機
篩
萵
常
の

た
め
Q

お

蓼
刄
i

百

れ
た

方
、
肝
寥

辱

り

弱

気
お
酒

と
う
ま
く
つ

き
台
う
ガ
a
を
一

緒
に
勍
踞
r
羊
要

石
か
。
血
液

チ
ェ
ッ
ク
も
1
1
¥チ

。

日
時

卜
月
匐
貝
水
)
、
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象

区
内
存咥
・
在
聊
の
万
(

冢
辰
だ
以
裁
蔭
迎
)

講
師

市
川
光
洋
氏
(
成
増
厚

恚
醗
専
凹
§

定
員
3
0
人
(
先
量
岨
)

費
用

陶
円
《血
液
倹
査
冥
!

申
込
万
法

箟
豕
約

申
込
・
間
合
廿
兎

中
央
太
町

盾

預
厨

(
3
8
8
0
)
5
3
5
l

赤ちゃんを迎えるために

妊婦体操と呼吸法

も
つ
す
ぐ
、お
毋
さ
ん
・
お

父
霈
刄
に
な
{
芳
が
、妊
娠
・

出
摩
滉
心
し
て
過
ご
す
た
め

の
講
庫
で
す
。

日
時
卜
月
四
只
火
}
、
午
後

1
眄
3
0
分
～
4
蒔
3
0
芬

対
象

呱
9
冫
刀
月
以
降
の
万

真

如
組

撮
7

申
込
・
問
龠
せ
先

千

住
保
閾
所

(
3
8
s
8
)
4
2
7
7

酒
は
「
百
薬
の
長
」

そ
れ
と
も
「
毒
」
?

こ
y
皷

年
の
嵎
向
汽

そ
ほ

立
つ
の

ほ
、
飲
酒
の
低
年
齢
化

と

瓦

籖

酒
考
の

瑙
加
で

歹
。

呱

眼
中
の
飲
潭
眠

踞

へ
の
彫

嚮
が
大
憊
ぐ
、
柵
神
苑
瀑
の
遅

れ
や
身
体
的
が
蒿

育
不
全
忝
汞

す
「
胎
児
性
ア
ル
コ
ー
恚

匯

群
j

最
'
¥

こ

ご
私
あ
n

ま

す
。
若
者
に
多
い
闘
腎
ほ

『
一
気
飲
み
』
で

す
。
一
気
に

欽
む
と
脳
の

麻
痺
(

ま
ひ
)

も

一
気
に
滲

奩

ヂ

。
呼
吸
中
枢

が
言

れ
る
4

蔬
(

兄

す
い
)
か
鳧

へ
と
不
罍
巓

果
を
招
く
こ
と
に

も
な
り

ま

す
。
一
歩
間
一
5

汞

撈

旨

は
i

し
に
な
つ
て

笛

い
ま

す
。年

末
年
始
哢

忘
年
会
や
新
-

凡

づ
ロ
ー
キ
叭
滿
が

な
く
な
n
ま

す
。
ご
弔
9

冫
き

い
。

酒
昴
藪
む
硲
ア
ト
宇
に
付
き
合

い
奔
し
ょ
う

年
齢
や
体
墺

讀

状
態
な

ど
で
鼕
人
焉
諮
2

乎
か
、

次
の
§
君
守
つ
て
未

四犲

き
台
い
ま
し
ょ
う
。

▽
民

渟

迴
儷
i
i
l

χ
よ

う
(
日
本
酒
に
換
簫
し
て
1

日
螽

禺
)

▽
辺
に
'
4
口
は
『
休
肝
日
』
を

作
る
っ

▽
楽
～

熊
弓

爬

旨

茗

っ

マ
た
ん
ば
く
質
や
ピ
タ
ミ
ン
類

を
た
っ
ぷ
2

咒

だ
つ
幸
刄

と
一
緒
に
取

り
っ
(
肝
暇
を

茗

藹
)

▽
強
い
酒
は
茸

ぶ

っ
(
食
暹

や
笥
を
孥

侭
泌
)

▽
苓

弖

緒
に
螯

忌

い
ぷ
っ

に
し
よ
う

▽

年
に
1
厦
は
肝
臓
の
足
期
健

鑿

冪
9

ち

身
体
に
ゃ
さ
し
い
飲
み
万
を

し
て
翦

吉
い

。

<
保
健
所
・
保
健
相
瞑
所
>

竹
の
塚
区
民
ホ
ー
ル

休
館
の
お
知
ら
せ

奇
母
設
爾
工
事
の
l

貎

の

と
お
り
休
館
し
豕

す
(
テ
ニ
ス

コ

ー
ト
、野
球
場

、保

貴
所
の

受
付
お
よ

び
図
一

館
、社
会
教

育
館
は
利
用
で
き
汞

す
)
。

期
間

平

成
5

年
1

月
5

日

廴

再

習

問

龠
せ
先

本
庁
曾
(
千
佳
)
・

螽

祓

苣
l

踝

(
3
8
8
2
)
1
L
L

㈹

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
0
)
3
1
0
7

みんなの健康 足 立 保 健 所　3855- 4151千 住 保 健 所　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　3896- 4004

東 和 保 健 相 談 所　3606- 4171

中央本町保健相談所　3880- 5351
本庁舎(千住)・保健予防係　3882- 1111 ㈹

職員の給与等を
公開し ます

職員の給与等 の実態を区民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり公喪
し ます。
職員 の給与は 、地方公務員法により、一股家庭の生計費、国や他の地方公共

団体の職員の給与、民間企業の徒業員の給与、その他の事情を考慮し て定めら
れることになっ てい ます。
この趣旨に 基づいて、23 区共同で設置している特別区人事委員会が、毎年、

特別区内の民間合尊 従業艮の給与実態を飼査し、これと職員給与を比駮し 、さ
らに生 計費や国、他の地方公共団体の給与なども考慮し て、勧告を 行っていま
す。
職員の給与は。この勧告に 基づき、区 議会の審議を経て、「職員の給与に関す

る条例」で定められています。
問合せ先 本庁舎( 千住) ・給与係　　3882- 1111( 代)

人件費の状況 (平成3 年度普通会計決算)

* 人 件費と は 、一 般職 員に 支給 さ れる 給与 であ る職 員 給と 区長や 議 員な ど 特別 職に 支給 さ れる 給科 ・報 酬・ 手
当 のほ か 共 済 費( 社 会 保 険 料 の 事 業 主 負 担 分) な ど の 合 計 を い い ま す 。

* 普 通 会 計 と は 、 地 方 自 治 体 相 互 間 の 比 較 を 可 能 と さ せ る た め 、 全 国 同 一 基 準 で 集 計 し た 統 計 上 の 会 計 で す 。

職員給与費の状況 ( 平成4 年度普通会計予算)

* 給 与 費 は 、 当 初 予 算 に 計 上 さ れ た 額 で す 。

*「 職員手 当」の う ち主 なもの は 、扶養手 当 、調整 手当 、通勤手 当 、住居 手当 など で 、退 職手 当は 含 まれ てい ませ ん。

職員の初任給の状況 ( 平 成4 年4 月1 日 現 在)

職員の経験年数別・学歴別平均給科月額の状況 ( 平成4 年4 月1 日現在)

* 経 験年数 とは 、 卒業 後直 ちに 採用 さ れ引き 続き 勤 務し てい る 場合 、採 用 後の年 数 をい いま す。

職 員 の 平均 給 料 月 額、平 均 給 与月 額お よ び 平均 年 齢 の 状 況 ( 平 成4 年4 月1 日 現 在)

*一 般 行政 職と は、一 般事 務、土 木 技術 、保母 等の 職員 で す。技 能労 務 職と は、自 動 車運 転、一 般作
業 、 給食 調理 等の 職員 で す。

*平 均 給料 月額 は、本 給の みの 平均 月 額で す。平 均給 与月 額は 、給 料に 扶 養手当 、調 整手 当、通 勤手
当な どの 諸手 当を 含んだ 平均 月額 で す。

* 国 の 平 均 給 与 月 額 は 、 公 表 さ れ て い ま せ ん 。

一般行政職の級別職員数の状況 ( 平成4 年4 月1 日現在)

* 足 立区 の給 与条 例に 基づく 給 料 表の 級区 分に よる 職 員数 で す。

* 標 準的 な職 務内 容と は、 それ ぞ れの 級に 該当 す る代 表的 な 職務で す 。
*2 級は 、平 成2 年4 月1 日に 新 設さ れた 級で す。

特別職の報酬等の状況 ( 平成4 年4 月1 日現在)

職員手当の状況( 1) ( 平成4 年4 月1 日 現在)

* 退職手当の1 人当たり平均 支給額ほ 、前年度に 退職し た全職 種に係る 職員 に支給さ れた平均 額で す。

寧4 四 皿 し め1An ・・ 〃t l ● Sg ● 　　Q● 墫
職員 手 当 の 状 況( 2)

昇 給 期 間 短 縮 の 状況

職員 手 当 の 状 況( 3)

職員手当の状況( 4)

職員手当の状況( 5) ( 平成4 年4 月1 日 現在)
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スケッチ
あだち

全
国
小
中
学
生

俳
句
大
会

―
炎
天
寺
―

澄
み
切
っ
た
秋
空
の
下
、
炎

天
寺
(
六
月
三
丁
自
)
で
は
、

恒
厠
の
一
茶
ま
つ
口
か
U

月
2
3

貝
祝
)
に
犖
t
(に
催
さ
れ
、
同

時
に
全
国
小
中
学
牛
驟
句
大
会

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
さ
い
牛
き
惣
儖
眼
か
い
目

で
見
つ
め
、
恚
Z

じ
い
俳
句

を
多
く
遺
レ
弖

茶
。
こ
の
一

茶
の
心
奮
万
縊
い
だ
察
り
の

輪
は
、
日
本
全
国
に
広
が
っ
て

い
る
の
で
于
。

都知事賞を受賞した
金子尚 美さん( 五反野小)

真剣 勝負! !
珠算競技親子大会

1
1
月
8
日
百
)
、
区
役
所
本

庁
舎
了
塰
(
会
議
宰
で
、
第
4
3

回
珠
算
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
、
入
谷
南
中
二
年
の
佐
藤
香

戦
さ
ん
が
、
見
事
y
年
連
続
優

警
策
だ
し
声
矢
。

次
だ
、
今
年
で
3
回
目
を
迎

え
た
親
子
大
会
で
は
、
8
5組
1
7
0

人
も
の
参
加
が
あ
ひ
次
レ
た
。

今
回
は
、
お
と
う
さ
ん
の
参

加
が
目
立
ち
、「
子
ど
瓦
石
一
緒

に
学
習
す
る
'
に
'″ほ
い
り
左

べ
」「
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
。」と
い
う
喜
尺
か
⊇
頸
艀

了
後
、
た
く
竒
a
闃
か
れ
ま
じ

た
。

11月7日～9日、花畑六・七丁目の
老人クラブ〝鷲宿平成クラブ〟が町
会会館で作品展示会を開催。

10月24・25日、千住仲町会が、書や
絵画など 〝わが家の秘蔵品〟を持ち
より「手づく り文化祭」を開催。

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=募
集
=

☆
油
絵
面
会
)
毎
月
第

2
・
t
土
曜
日
、午
後
L
時

迴
て
淮
堽
芬
/

綾
瀬
ブ

ル
ミ
エ
/
初
心
者
歓
迎
/
月

額
千
5
0
0円
/
美
渣
辺

昔

(
9
)
t
L
{
リ
9
1

☆
人
物
画
研
修
(
白
墅
`
)

毎
月
第
L
冫
矢
曜
日
、
午

後
1
時
卜
亙
璢
芬
/

綾
瀬

住
区
セ
ン
タ
ー
祺
辺
/
モ
デ

ル
使
用
/
月
響
羊
円
/
木

村
S
(
3
8
4
0
)
7
9

☆
(
ツ
ピ
ー
ヨ
ガ
毎
週
火

曜
日
、
午
前
1
0
時
～
正
午
/

青
年
セ
ン
タ
ー
/
初
心
者
大

歓
迎
/
入
会
早
円
、月
額

2
千
5
0
0
円
/
北
崎
さ
(
3
y

)
g
4

目立つ冬休みの

駅前放置自転車
◆
駅
周
辺
迴
m
以
内
は
自
転

車
放
置
禁
止
区
域
で
す

区
で
は
、駅
周
辺
に
あ
ふ

れ
る
放
置
自
転
車
対
策
と
し

て
、自
転
車
駐
車
場
の
菷
磔

等
と
同
時
に
、駅
周
辺
3
0
0
m

以
内
を
目
転
車
放
置
`
m
区

域
に
指
定
し
て
い
ネ
す
。

令
引
き
取
り
の
際
に
撤
去
料
2

千
円
を
徴
収
し
ま
す

翠
止
区
域
に
放
陞
峇
れ
た

自
転
車
は
、区
が
撤
去
し
て

駅
冫
こ
の
自
転
車
移
送
胼
に

典
拠
賈
整
¥チ

。
引
き
取

り
の
際
は
撤
去
料
2
千
円
を

徴
収
し
て
い
求
司

令
増
え
る
寒
休
み
の
放
置
自

転
車

学
校
等
の
匁
休
み
期
間
中

は
学
王
・
牛
徒
の
目
転
車
放

置
が
特
に
目
立
ち
豕
T
。
「ウ

ッ
カ
け
辰
置
し
て
撤
去
料
を

支
払
つ
」と
り
?
と
の
な

い
ぷ

冫
圧
意
し

声
し
ょ
う
。

今
酊
転
車
は
決
め
ら
れ
た
自

転
車
廈
き
場
に

駅
に
近
い
方
は

、
健
康
の

た
め
に
も
で
委

妲

け
歩
く

ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う

。ま
た
、

自
転
車
は
決
め
ら
れ
た
自
転

車
置
き
場
に
置
ぐ
ぷ
つ
に
心

が
け
て
ぐ
が
ざ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
自
転
車
対
策
係

昔
(

肖
)
5
2
3

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
9
)

自
由
民
権
運
動
以
降
、
部

落
解
放
へ
の
動
き
は
各
地
で

起
こ
り
、
同
和
地
区
の
人
達

に
よ
る
自
ら
の
力
で
解
放
し

ぷ
冫

予
る
団
体
が
隼
呎
れ

て
壅
門
鳶

盟
腸
年
(
肖
2
年
)

に
は
、岡
山
県
の
三
好
伊
平

次
ら
に
よ
っ
て
「備
作
平
民

合
が
つ
く
ら
れ
、
「部
落
民

ふ
胝
泓
y
、自
分
の
手
で

自
分
受
胥
茆
友

」
と
函
び

か
け
、
潤
鄒
を
展
開
し
て
い

堂
手

。

翌
年
に
は
罘
艮
、
大
阪
な

ど
に
同
和
地
区
の
人
た
ち
に

よ
る
、
自
ら
の
力
で
解
放
し

ぷ
冫
苦
戔
即
萍
が
ま
豕
れ

て
空
所
だ

。

同
年
y
月
に
は
、大
阪
、

京
都
、
兵
市
、
奈
良
、
和
歌

山
、
岡
山
な
こ
の
各
府
県
の

有
志
が
集
ま
っ
て
、
全
国
的

な
運
動
組
織
体
了
夕
气
大

日
本
同
胞
融
和
今

を
つ
く
n

声

処

。

明
原
器
下

月
に
結
成
さ

れ
仭
大
日
本
同
胞
融
和
胼

の
運
動
は
、
差
別
の
原
因
が

同
和
地
区
の
人
び
こ
の
言
葉

つ
か
い
や
、
服
装
あ
る
い
は

牛
活
習
慣
な
ど
に
あ
る
と
考

ぺ

そ
れ
を
な
お
寸
左
に

よ
っ
て
融
和
し
て
い
こ
う
と

し
た
も
の
で
匚
だ

。

す
な
わ
ち
、こ
の
瀰
靭
は

部
落
差
別
全
天
出
し
て
い

る
根
本
的
な
問
題
に
ま
で
目

聚
回
け
戈
y
左
が
で
龠
夛
、

完
全
解
放
へ
は
到
達
し
ま
せ

ん
で
レ
ペ

c
問
合
せ
先

本
庁
舎

牟
佶
・
同
和
対
策
担
当

平成5 年4 月
入室児童募集

学童保育室

申
し
込
み
で
き
る
方

働
い
て

い
た
り
、
長
期
の
祠
気
な
ど

の
た
め
に
、
学
校
の
授
業
終

了
後
の
県
蚩
の
面
倒
か
見
る

戸戸
か
で
忝
な
い
保
護
者

入
室
で
き
る
児
童

来
年
↓
月

か
ら
小
学
校
I
A

年
生
に

な
る
思
璽

官
員

各
保
育
室
知
人
。
た
だ

し
、
西
伊
興
・
東
綾
瀬
住
区

セ
ン
タ
ー
は
5
0人
、
千
住
あ

ず
恚
』区
セ
ン
タ
恚
蹟
ズ

学
薑
保
育
料

人

に
つ
き
月

額
1
千
9
0
0
円

申
込
方
法

申
請
書
、
家
庭
状

l
y
、
動
務
証
明
夛
簗

望

す
る
保
育
窯
に
提
出
し
て
ぐ

だ
さ
い
。
書
類
は
1
2丹
1
5
E
　

か
ら
各
保
育
室
で
配
布
匚
ま

す
嵳
捏

、
在
籍
し
て
り
卮
窒

で
継
枡
し
ア
犬
蓼
冨
…望
f
る

燮
宕

、
同
様
の
手
栖
珮
必

要
で
す
。

申
込
期
間
1
月
8
日
～
2
1
日

申
込
先

下
表
り
こ
お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

学
奈
保
育
係
S
(

肖

O
)
―

、
指
導
相
談

係

昔
(
呂
)
?
　
8

学童保育室申 込先

( 注) ( 仮称) 7 みどり 」についての問い合わせは学童保 育係( 3880) 5181 へ
( 注) 栗原北住区センターは、改修工事中のため、仮保育室( 栗原4- ア～33) へ申請してください
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教
室
・
講
座
・
講
習
会

日本語がわからず
お困り の外国人の方

「日本語を教えます!」

帰
国
者
や
外
国
人
の
方
刄

日
本
語
が
わ
か
ら
ず
お
困
り
の

方
を
対
象
に
、
初
歩
?
回
本

眼
を
愍
蛋
チ

。
E
常
会
話
に

不
自
臾
芳
は
、
ぜ
ひ
ご
參
加

く
が
き
い
。
ま
た
、
こ
の
ぷ
つ

な
万
竃
晋

並

ほ

ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

日
時
卜
月
匐
ぱ
A
扱
…
…
甘
　

の
毎
湎
汞
曜
叺
午
後
1
時
　

迴
罘
t
鶚
芬
(
ふ
言
回
)

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

第

1
、
蓋
驤
室

対
象

初
歩
の
万

講
師

潛
邑
や
す
子
氏
(
日
本

語
学
校
講
師
)

費
用

無
料

申
込
方
法
直
接
窓
口
、電
話
　

胥
ほ
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
　

名
、年
齢
、職
業
遥
叨
記

斑
終
了
啝
も
学
習
の
継
栖
t
希

冢
呑
万
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
煮
髫
仁
篆
ヂ

。

申
込
・
問
合
せ
先

女
偉
磐
-
　

セ
ン
タ
ー

〒
迴
琵
7
L
　
3
3
1

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

役
に
立
つ

旅
行
英
会
話教

室

日
時
▽
火
曜
日
コ
ー
ス
…
―
　

月
茆
は
A
月
1
6
日
の
毎
週
　

火
曜
日
(
計
&
回
)
▽
金
　

曜
日
コ
ー
ス
・・
1
月
2
9日

廴
良
袙
甘
の
嘔
翌
潅
日

(計
亙
凹
)

時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
t―
時
ふ

時

場
所

勣
労
福
祉
会
館

対
象

初
心
者
の
万

官
員

各
コ
ー
ス
2
0人

費
用
7

千
円
(
教
材
費
込
み
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
コ
ー
ス
盒
明
記

申
込
期
限

口
以
曾
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ゆ
っ

〒
1
2
0
綾
瀬

十
ぬ
T
7

S
(
3
8
8
)
3
5
8
6

老
人
会
館

手
芸
教
室

日
時
L
月
A
月
ま
で
の
第
　

2
・
第
t
土
曜
日
(
月
2
回
)
、

午
乖

示

Υ
λ

唱

芬

対
象

印
歳
以
上
の
区
民
の
方

内
容

れ
便

畆

ご

三

リ
ー

ス

、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
(
化
粧

ポ
ー
チ
)

定
員
3
0

人
(
F
y

寅

名
数

の
場
食

泪
)

費
用

無
料

申
込
方
法

唇

裘

苜

峇

ほ
　

電
話

申
込
期
限

冐

習

猖
酊
・
申
込
・
問
合
せ
先

老

人
会
館

西
保
木
閧
4
L
9
　
1

`
‘
(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

消
費
者
講
座

「
化
学
物
質

と
私
た
ち
の

健
康
」

皋
迸
に
あ
ゑ
屁
添
加
物
や

鴉
笛
農
薬
は
、
私
た
ち
に
ど
の

ぷ
7
な
影
響
膏
了
で
い
る
の

で
し
ょ
丐
か
。
ア
レ
ル
ギ
ー
や

神
経
毒
性
に
関
す
る
貫
胆
な
研

究
の
報
告
で
す
。

日
時
・
内
容
・
講
師

表
1
の

怠
ぢ

ま
貴
7
0
人
(
先
譱
唄
)

煬
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

消

費
者
セ
ン
タ
ー

〒
圀
梅
田
L
S

卜
L

S
(
3
8
8
0
)
5
3
p
J

表1　 消費者講座日程

※ 時間はいずれも午後2時～4時

身体障害者の方
技能講習会
パソコン通信

入 門コ ース

「
か

な
{

‘
つ
}

を

便

つ
て

パ

ソ

コ

ン

湎

偃
の

苹
K

操

作

を

絛

膃

じ

ま

す

。

日

時

・

涓
所

▽

東

部

障

害

福

祉

総

合

セ

ン

タ

ー

・
:
1

月

19
I
・
1
4
豆

、
2

月
2

・
4

日

、

3

月
2

・
4

日

▽

西

部

障

齊

福

祉

総

合

セ

ン

タ

ー
・
:
1
　

月
1
9

力

ほ

、l

銛

・
稠
　
3

月
9

八

甘
(

各
7

‘日

間

の

コ

ー
ス
)

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
時
　

叩
が
～
1
1
時
卸
分

対

象

区

内

在

住

の

身

体

障

害

者
の
万
で

、ワ
ー
プ
ロ
の
基

本
操
作
が
で
霤
9
万

定
員

各
コ
ー
ス
ー
人

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

そ
れ
ぞ
れ

希
望
の
セ
ン
タ
ー
へ

▽
東
部
障
害
偈
秕
総
合
セ
ン

タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
　
3
7
0

、
▽
西
部
障
害
裼
秕

総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
　
5
3
)
0
6
3
2

健

康

講

座

を
実
施
し

て
い
ま
す

東
部
障
害
砺
秕
衂
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
身
体
障
害
者
の
方
や

そ
の
家
族
向
け
に
医
師
等
に
よ

る
篥
靄
廖
ぶ
弯
U

、
地
域

住
民
の
方
に
解
放
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
k

は
丙
科
医
、
―
月
は
栄
養

士
j
&

ほ
整
形
外
科
医
が
担

櫛
望
チ

。

日
時
、
内
石
な
ど
ぐ
ゎ
し
く

は
、
東
部
障
害
偈
秕
総
合
セ
ン

タ
ー
(
イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
)

き
(
5
6
8
2
)
5
j
7
0

へ

お
問
い
《
5

せ
く
だ
さ
い
。

工
業
用
ミ
シ
ン

縫
製
技
能

講
習
会

日
時
L
月
1
8
E
y
2月
5
日

(土
・
日
曜
日
春
啄
ぐ
卜
苣

間
)
、午
佩
咄
T

午
粤
蒔

対
象

区
内
在
住
の
艱
五
y者
の

方
内
容

基
瀑
蘊
い
か
ら
づ乙
フ
ウ

ス
、
ス
カ
ー
ト
屁
こ
の
製
作

官
員
1
6
人
(
先
鐙
眼
)

費
用

無
料
(
教
材
費
実
費
負

響

千
円
慶
)

申
込
方
法

住
所
濫
腮
で
き

る
も
の
(
健
康
保
険
証
等
)
　

を
奩
匸
で
匱
接
窓
口
へ

申
込
武
将
開
始
1

月
甘

、

午
前
一
時
か
ら

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

サ

ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ト
ゆ
つ

綾

瀬
-
3
4
T
7
(

綾
瀬
ブ
ル

ミ
エ
内
)
綾
瀬
駅
西
口
下
車

徒
歩
1
分

昔
(
3
8
3
8
)
3
5
8
6

区
民

ス
ケ
ー
ト
教
室

日
時
1
2
月
2
0
・
召
賎
1
月
　

1
7
E
、Z
月
7
・
4
は
、3
　

月
7
日
(
參
晶
y
も
B
曜
　

日
)
、午
戦
衂
～
正
午

場
所

新
抵
尸
ス
タ
ー

ブ
ン
ド

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
万

費
用

マ
大
人
・
:
千
円

マ
子

ご
默
:
回
円

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

長
谷
部
　

(
足
立
区
ス
ヶ
I

ト
連
盟
)
　

容
(
3
8
8
1
)
8
6
5

区民スキースクールの
参 加 者 募 集

日時3月18日( 夜) ～21日( 夜) 　
帰京予 定( 3 泊4 日、車中1 泊)

場所 長野県志賀高原熊の湯スキ
一場

定員70 人( 先着順)
費用5 万7 千円 ※ 昼 食、リフ
ト 代は自己負担です

申 込方法 郵便振替口座、足 立中
居郵便局 東京2- 174162
足立区スキー協会

申 込金2 万7 千円
申 込・問合せ先 足立区ス キー協
会 堀内信治Q3882 ―7789

蔵王スキースクール
参加者募集

日時2月10日( 夜) ～14日( 夜) 　
帰京予定( 4 泊5 日、車中1 泊)

場所 山形県蔵王温 泉ス キー場
定員40 人( 先着順〉
費用5 万9 千円 ※ 昼 食 リフ
ト 代は自己負 担です
申込方法 郵便振替 口座 、足立中
居郵便局 東京2- 174162
足立区スキ ー協会

申込金2 万9 千円
申込・問合 せ先 足 立区スキー協
会 堀内信治

Q3882 ―7789

足立区スポーツ指導員養成講習会

専門科目
「 ソ フ ト テ ニ ス 」

当専門科 目と別に開催する 「共
通科目」の 試験に合格し た方を、
「足立区ス ポーツ指導員とし て認
定、登録し ます。
日時・内 容 下表のとお り
場所 中央 本町 センタ ー
対象 蹣20 歳以上で 、スポーツ指
導を行 なっている方お よび指導
者を目指 す方

講師 斉藤孝 弘氏( 日本ソフト テ
ニス連盟理 事、元ナショナルチ
ーム監督)

定員30 人( 抽選)
費用 無料( 教材賛は実費負担)
申込方法 往 復ハガ キにスポーツ
指導員養成 講習会r 専門科目・
ソフトテニ ス」、住所、氏名( フ
リガナハ 年齢、性別、電話番号、
所属団体を明 言己

申込期限1 月8 日必着
申込・問合 せ先 本庁舎( 千住) ・
体育振興係
〒120千 住1- 4- 18S3882　- 1111

㈹

足立区スポーツ指導員養成講習会

「共通科目」
「足立区 スポーツ指導者制度」に基づき、
スポーツ指導者の 資質、指導力の向 上を目
的に講習会を閧 催し ます。
なお、共 通科 目と別 に開催する専門科目

の試験に合格した方を 、「足 立区スポーツ指
導員」として認定 ・登録し ます。
日時・場所 ・内容 右 表のとおり
対象 満20歳以上で、ス ポーツ指導をし て
いる方および指導者を 目指す方

定員80 人( 抽選)
費用 無料
申込方法 往復ハガキにス ポーツ指導員養
成講習会「共 通科目」、住所、氏 名( フリ
ガ ナ) 、年齢、性別、電 話番号、専門種目、
所属団体を明記

申込 期限1 月8 日必着
申 込・問合せ先 本庁舎( 千 住) 一体
育振興係

〒120 千住1- 4- 18　　　　03882- 1111
㈹

※ 時間1/ 26は午後6時30分～9時、それ以外は午後7時～9時

女性学講座
女性学とは何 かから考え、 その

核心であるフ ェミニズ ムの視点 か
ら、政治、母性。メデ ィア、芸術
を問い直し ます。
日時・内容・購師 右表の とおり
対象 区内在住・在動・在学 の男
女

定員40 人( 抽選)
費用 無料
申 込方法 往復ハガキに住所、氏
名( フリガ ナ) 、年齢、職業、電
話番号、希望理由を明記

申 込期限1 月5 日必警
保育2 歳以上、学齢前のお子さ
んの保育をし ます。希望 の方は、
お 子さ んの氏名、生年月日、性
別も記入し てください。なお 、お
子さんといっし ょにオリエンテ
ーションを1 月n 日に行います。

申 込・問 合せ先 女性総合センタ
ー「女性学係」 〒123 梅田7- 　33- 1

エル・ソフィア内
H3880- 5222

※ 時間はいずれも午後6時30分～8時30分、曜日はすべて月曜日

女性のための
自己表現トレー二ング
自 分 の考 えや 感 情を 正確 に伝
え、自己をきちんと表現し ながら、
さ わや か な人閧 関 係づく り にむ
け、トレ ーニングを 通じ て学び ま
す。
日時 ・内容 右表の とおり
対象 区内在住・在動 ・在学の 女
性
定員30 人( 抽選)
購師フェミニストセラピーヽ` な　
かま。心 理カウンセラ ー
小野寺 八重子氏
費用 無 料
申込方法 往復ハガキに住所、氏
名( フリガナ) 、年齢、職業、電
話番号、 希望理由を明記

申込期限1 月5 日必着
保育 子 育て中の女性も安心して
学べ るよう、2 歳以上、学齢前
のお子さ んの保育をします。希
望の方 は。お子さんの氏名、生
年月 日、 性別も記入してくださ
い。なお 、お子さんとい っし ょ
にオリエ ンテーションを1 月12

日に行い ます。

申 込・問合せ先 女性総合センタ
ー「自 己 表 現 係」 〒123梅 田
7- 33- 1 こl lル・ソフィア内

S3880 ―5222

※ 時間はいずれも午前10時～正午、曜日はすべて火曜日
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情 報

本庁舎( 千住) への
お問い合わせは… …

( 3882) 1111 ㈹
本庁 舎 以外 へ のお 問い 合 わせ は、
そ れぞ れの 電 話番 号( 緑 色) へ 。

福

祉

障害者世帯
ひとり親世帯の方へ

住み替え家賃助成

が受けられます

区
内
の
民
間
賃
賃
住
宅
に
住

ん
で
い
る
障
害
者
が
い
る
世

帯
、
芻
よ
び
ひ
艮
覦
世
帯
の

方
が
取
り
壊
し
に
よ
ひ
立
ち
退

誉
″汞
め
う
れ
か
璃
合
、
転
居

後
Q
民
間
貫
貨
住
宅
の
家
賃
等

の
一
部
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

対
象
世
帯
(

次
の
要
堡

苳

で

禹
爬

にそ

い
る
万
)

▽
後
に
定
り
夸
障
害
者
世
帯
、

ま
肥
は
ひ
と
ひ
覡
世
帯

マ
区
内
に
1

年
以

上
湮

じ
て

い
る

▽
牛
活
保
護
を
受

け
て
い
な
い

マ
所
得
だ

盾
筱

翠
額
の
笳
囲

内
で
あ
る
(
表
1
)

▽
経
済
的
に
檮

裃
¥
占

妣
生

活
を
羃
め
る

▽
取
り
笋
し
に
関
す
羞

蚕

の

蘭

が
提
出
で
膏
る

、

障
害
者
世
帯

身
体
障
害
者
手
帳
1
4

級
、
衷

ほ

愛
の
乖
嘸

Å

度
の
交
付
夲
受

け
て
い
る
方
が

い
る
世
帯

ひ
と
り
親
世
帯

次
に
該
当
す
る
1
8
歳
未
満

(恫
鏡
に
な
っ
た
年
の
年
度
末

ま
で
)

の
児
掌
″
そ
の
父
寥
た

は
毋

、
養
育
耆

け

で
構
成
し

て
い
る
世
帯

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
吏

ほ

母
が
死
亡

▽
父
ま
隘

隘

が

生
死
不
明

▽
父
:ま
w
ほ
母
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

▽
父
衷

ほ

母
が
法
令
で
2

年

弓

商

禁
さ
れ
て
い
る

▽
父

が
い
な
い
(
母
が
婚
姻
に
ぷ

り

宍

認
知

峇
れ
て
い
な
い
)

助
成
内
容

▽
家
賃
…

「
転
居
後
家
声

と

「
家

賃
助
成

基
準
額
(

表

2
)
」と
忿

縱

し
て
夕
な
い

方
の
驅
と
「
転
居
前
家
!
　

の
差
額

▽
転
居
一
時
金
・
:
転
居
時
に
要

匚
だ

権
利
金
、
礼
金
、
仲
介

乖
敷
料
(

転
居
一
時
令
莇
成

篆
凖
額
の
顯
囲
内
:
表
3
)

▽
甄

輩

薪

料
:
家

賃
助
成
を

鷽
け
て
い
る
方
の
契
約
軍
薪

時
に
か
か
る
費
用
(

家
賃
助

盛
晟

額
9

登

販

度
)

申
請
に
必
要
な
も
の
(

転
居
前

に
申
請
が
必
翆

手
)

マ
転
居
前
住
宅
の
賃
貸
契
約
書

お
よ
び
家
賃
の
領
収
書
写
し

笘

咾

の
取
り
笋
し
に
関
す
る

家
主
の
証
明
S

▽
前
年
T

月
↓

卜
月
に
っ
い

刄

箭

々
年
)

の
所
得
を
証

明
す
る
書
類

▽
印
か
ん

▽
障
害
耆

構
　

の
万
・
身

体

障
害
耋
i
　

吏

ほ

愛
の

手
瘢

▽
ひ

旨

罌

一

帯
の
万
・・
戸

籍
謄
本
卜
通

(
申
請
岩
と

湎
珮
ひ
回
尸

籍
に
な
い
場

命
ほ
そ
れ
ぞ

れ
1

通

ず

つ
)

ま
に
は

邯
萬
袂
養
手
当
証
書
か
ひ
と

息
蒙
匪
破
証

申
込
・
問
合
せ
先

マ
障
害
者

世
帯
の
方
・
:
本
庁
舎
(
千

住
)
・
障
害
福
祉
係

ワ
ひ

と
息
税
世
帯
の
方
…
本
庁
舎

(千
住
)
ふ
泌
助
成
係

表1　 所 得 基 準 額( 8 月1 日改定)

表2　 家賃助成基 準額

表3　 転居一時金助 成基準額

喜
寿
・
傘
寿
・

米
寿
の
方
へ

ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
ッ
サ
ー
ジ
券

平
成
ま
T
自
了
白
I
平
成

互
百
厨
甘
ま
で
に
満
7
7
・

8
0
・
8
8
歳
に
漂
I
Q
万
へ
、
敬

恭
悟
苔
マ
ッ
サ
1
ジ
券
を
お

贈
p
¥
叭
だ
。
マ
ッ
サ
ー
ジ

券
の
有
効
期
限
は
、
平
成
5
年

―
月
儔
傴
す
。
同
封
の
利
用

説
明
譽
石
甃
み
の
う
凡
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
あ
、
出
張

料
を
拾
孚
れ
ぱ
、
自
宅
で
も

施
術
が
客
K
れ
求
y
。

間
合
せ
先

拡
拙
僧
俗
議
会

{一
(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

児童手当・特例

給付・児童育成

手当の申請を

・

児
童
手
当
・
特
例
給
付

①
児
童
千
当

泌

墓
の
出
牛
扇
を
出
し
た
方

お
よ
り
筺

外
か
ら
転
入
し
て
き

た
方
で

。次
の
要
件
に
該
当
し

、

未
請
求
の
万
は
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
マ
区
内
に
住
所
の
　

あ
る
万
▽
謚
釁
r
人
だ
　

け
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
児
　

童
の
生
年
月
日
が
平
成
3
年
　

1
月
2
日
以
降
り
と
き
▽
　

理
乘
満
の
泌
譽
万
夫
以
　

上
養
芦
整
そ
お
り
、
t
歳
未
　

満
の
裘

釁

面
ん
で
い
る
と

き
手
肖
月
額
1
8
歳
未
満
の
場
莖

の
中
で
、
平
成
3
年
1
月
2
　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
1

曹
　

の
泌
璽
に
5
千
円
、
ま
た
、

4
乘
満
の
1
番
目
の
鴉
蓖

に
5
千
円
、
4
歳
禾
満
の
I
　

番
目
以
降
の
泌
薑
に
は
L
万

円
を
支
給
し
手

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
護

者
名
義
の
区
内
金
融
機
関
の

珊
椨
祺
(
郵
便
局
鳶
瞞
ぐ
)
　

マ
学
位
そ
暇

マ
僵
碓
保
険

証

▽
印
か
ん

②
恃
例
給
付

厚
生
年
金
・
私
立
学
校
共
済

等
に
加
入
し
て
い
る
万
は
、
特

例
給
付
の
対
象
に
な
り
豕
す
。

受
給
資
格
、
孟
胃
額
、
申
請

に
あ
聆
な
粲
り
ほ
、
泌
墨
雪

と
同
じ
で
す
。

な
お
、
公
聴
興
の
方
は
、
動

務
先
へ
謂
求
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
い
自

求
歹
。
く
わ
し
ぐ
は
、
お
問
い

令
り
廿冫
、だ
さ
い
。

S
児
章
冐
双
手
当
・
障
害
于
当

①
育
成
手
当

1
6
歳
禾
満
(
1
6
歳
に
達
し
た

日
の
年
度
の
末
E
以
前
)
原

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
&
心

児
璽マ

父
母
が
騅
婚
マ
父
ま
た
　

は
毋
が
死
亡
、
生
死
不
明
　

マ
父
ま
に
ほ
母
に
1
年
以
上
　

遺
棄
袞
‥
て
い
る
▽
父
ま
　

政
膃
が
法
令
に
よ
り
F
年
　

弓
に
I
倡
曹
れ
て
い
る
マ
　

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懷
　

胎
匚
荼
牘
竇
で
、
父
か
ら
認
　

知
さ
れ
て
い
な
い
マ
父
ま
　
`

ほ
母
が
重
度
の
障
害
(
身

体
障
害
者
手
帳
―
・
―
級
)

手
4
冐
額
1

万
1
千
5
0
0
円

②
障
害
盂

2
0歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が

あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
吊
盜

マ
愛
の
乖
雍
1
廴

臘

▽

身
体
障
豐
旱
帳
l
y

蔽

マ
脳
性
マ
ヒ
、
衷
応
進
行

箭

澀

症

手
{
冐
額

よ
髮
羊
沺
円

※
い
き

ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
り
甲

脾
に
必
賢
な
も
の
が
異
な
n
ま

す
の
で
、お
問
い
命
5
せ
ぐ
だ

さ
い
。

I

い
ず
れ
も
トト
ト

申
請
・
間
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)・
譛
聶
筬
係

心身障害者福祉
手当( 区制度)・難病

患者福祉手当の

定例払月です

含
証
、
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
(
区
制
度
)
、
難
病
思
者
福

祉
于
当
の
支
払
月
(
旦
月
～
H

弖

が
)
で

す
。
茹
腿

にろ

、
届

け
蛍

冫
れ
た
預
金
口
座
に
振
り

桑

な

ヂ

。
多
伎
融
機
関
で
お

舜
け
取
ひ
ぐ
だ
さ
い

。

な
お
、
ま
だ
申
請
U
て
い
な

い
方
は

、
次
の
要
領
刄

于
綉
き

し
て
く
だ
さ
い
。

・

心
身
障
害
者
福
祉
于
当
(
区

制
度
)

対
象

表
4
に
該
堂

気
面

歳

以
上
の
方

蚩

顧

表
4
の
ζ
お
り

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
身
体

障
害
耋
i

、
胥

ほ
擾

の

苹
呶

▽
本
人
名

罘
極

釡

通
祺
(
郵
情

邪

啄
く
)

▽

印
か
ん

惷
難
病
患
者
福
祉

于
当

対
象

表
5
に
堊

字

る
祠
気

で
治
謇

怎
G

て
ぃ
る
万

※
心
身
障
害
者
褥

筆

崇

一冫

び
高
齢
煮

摺

凖
当

、
盪

脣

成
苹
当
(
障
実
羊
当
)
を
受
給
し

て
ぃ
作

手
蟲

月
額
1
て

千
峩
円

申
朋
に
必
要
な
も
の

▽
医
師

の
診
断
書
、
吏

ぼ

四
医
療

券

▽
夲

入
名
義
の
環

恒
通

帳
(
郭
孱
豕

啄
く
)

▽

印
か
ん

I

い
ず
れ
も
トト
ト

申
請
・間
合
せ
先

本
庁
奠
千

住
)・
障
害
福
祉
係

表4　 心身障害者福祉手当支給要件

表5　 難病患者福祉手当 該当疾病

足
立
区
生
業
資
金

貸
付
対
象
一
般
の
金
融
機
関
　

か
ら
融
資
奮
冗
り
9
y
か
　

困
難
で
、
こ
の
資
余
晋
借
ひ

鷽
7
9

にと
に
よ
り
、
独
立

の
牛
骭
が
立
て
ら
れ
、
次
の

要
件
に
藍
子

男

▽
区
内
に
1
年
弓
倉
住
し

て
い
る

マ
原
則
と
し
刄
　

丗
楙
の
王
羣

苙
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
で
あ
る

マ
亊
蔘
芬
旡
ま
た
は
新
規

に
始
り
台

▽
住
民
税
を
滞

粫
し
て
い
な
い

▽
確
実
な

連
帯
保
罕
(
を
L
人
つ
け
る

貸
付
限
度
額
1

術

迴

り

別
畠
以
内

利
率
年
口
%
(
泯
厦
期
間
中
　

は
無
利
子
)

返
済
方
法
6
0
回
'
癩
均
等
償

還
(
瓜
賃
碵
匱
)

申
込
方
法

申
込
書
を
窓
口
に

提
出
(
用
紙
鯵
罠
事
務
所

や
福
祉
事
務
所
に
鈔
の
口
ま

す
)

受
付
期
間

平
蔘
蓊
T

月
1
1
　

日
～

曾

申
込
・間
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
貸
付
係

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

曹
児
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

>
-
w
(
h
'
悩
ん
で
い
る
y
に
と
は

あ
り
ま
廿
ん
か

。

″
{
の
保
育
園
で
ほ
、
経
験
豊

か
な
保
母
が
冐
嵎
相
談
に
応
じ

て
い
李
y
。
お
子
忝
心
の
て
}

や
碧
筬
長
の
た
め
に
、
お
気

鰹
に
、
箱
談
く
だ
さ
い
。
相
談

の
秘
罟
厳
守
し
畧
y
。

実
旃
保
育
園
・
相
魴
甘

▽
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本

町
4
1
1
9
1
2
3
)

・
:
毎
週

月
・
木
曜
日

{一
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保

育
菌
(

梅
田
4
1
2
9
1
6
)

…
竡
週

水
・
金
曜
E

四
(
3
8
8
9
)
3
8
6

マ
新
田
保
育

園
(

新
田
2
1
1
1
0
)

・・・
毎
週
火
・

土
曜
E

{
`
(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

相
談
時
間
い
ず
れ
も
午
前
1
　

時
～
午
喙
沚
″

相
犖
万
法

電
話
夕

瑟

接

問
合
せ
先

本
庁
舎
(千
住
)
・

霤

助
成
係

教

育

就
学
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年

4
月
に
小
学
校
へ
入
学
Υ
る
、

心
身
に
障
雲
…
あ
忝
と
畳
K

ゑ
孥
さ
ん
に
つ
い
て
の
肩
学

相
耿
鷺
竹
っ
て
い
欒
y
。教
育

の
堝
一笋
と
に
求
め
{
鴬
よ
い

か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相

誥
貝
が
相
詼
に
あ
た
2

ヂ

。

受
付
日
時

月
曜
日
盂
逞
日

(召
彖
除
く
)
、午
前
1
時

1
午
後
轟

申
込
方
法

諏
寧
約

墸
埒
・
申
込
・
問
合
せ
先

教

育
セ
ン
タ
ー
學
相
談
根
当

昔
(
3
8
5
9
)
q
5
3
1

掲
示
板

・
登
配
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

平
成
5
年
1
月
1
日
か

ら
、登
記
簿
の
謄
抄
本
・
閲

覧
等
の
チ
褻
茅
、次
り
と

お
n
改
定
に
な
ひ
}
ヂ
。

▽
登
記
簿
の
閲
覧
・
:
4
0
0
円

▽
登
記
簿
の
謄
本
・
抄
本
:

8
0
0
円
マ
印
鑑
証
明
書
…
槇

円
昌
飽
碁
翁
に
豪
更
が

な
い
y
に
と
等
の
証
明
…
嶺
円

問
合
せ
先

東
京
法
務
局
城

北
出
讚

一

霓
q
χ
り
n
3
)
4
a
H
5

惷
脣
護
婦
募
集

考
人
肴
謾
を
し
て
い
た
だ

け
忝

万
(
夜
勤
夏

罪

芳
)

套
I
u

て
い
求
す
。

資
格

年
齢
4
0
歳
禾
満
の
万

垠
畊
・
申
込
・
間
合
せ
先

足

立
区
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
さ
の

・
l
(
5
6
8
2
)
Q

‥り
7

・
平
成
5
年
度
「
障
害
者
・

文
化
育
成
基
金
」(
杉
浦
基

金
)

助
成
対
象
皐
彙
(
活
助
)

▽

障
害
者
グ
ル
ー
プ
、
団
体

に
よ

る
各
種
文
化
・
芸

術
・
教
養
等
の
活
動

▽

障
害
者
を
対
象
温
灸

爻

化
・
芸
術
活
動
等
の
音
成

事
業

助
成
金
額
L

事
業
(
沃
勳
)
　

に
つ
き
I
…芳

円
(
原
則
)

資
料
抽
求
・
申
込
・
問
合
せ
先

御
日
本
チ
ャ
リ

ア
イ
協
<
0
1
　

酋
(
～
4
1
)

肖

ひったく りに 注意

～あなたは狙われている～

オート バイ・自転車による
〝ひったくり 〟が多発しています。

〝ひ
っ
た
くり〟
防
止の
た
め
に

◎ 自転車の前〝カゴ〟
に入れて走ると きは!

〝カゴ
〟
にひと工夫を

〝カゴ〟 の上に〝ゴム〟ひもなど
を付け盗難防止を…

〈千住・西新井・綾瀬警察署〉
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年

金

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

毎
月
丿
戻
刄
の
ご
冢
底
の

翌
ぐ
で
。
皃
兒
出
張
相

談
奮
竹
つ
て
い
求
y
。

閙
民
年
金
の
し
ぐ
み
や
手
続

責
保
険
料
の
w
私
方
郭
き

の
様
々
盗
`
狄
に
お
笞
&
に
‥
ま

す
。
ご
7

ぞ
、
お
気
唖
に
お
越

し
ぐ
だ
さ
い

。

日
程
・
場
所

▽
p
一
月
2
1
日

(月
)
…
興
本
区
民
事
葱
町

千
住
区
民
冪
戡
一
所

▽
p
筥

a
m
(

火
)
…
西
新
奸
区
民

嘉
務
所
、
千
住
区
民
辜
島
所

▽
W

昌

甘

采
)

・・
岳

人

区
民
寡
齔一
所
、
梅
田
区
民
事

務
所

時
間
午
前
1
時
卸
}
T
午
後
　
t

時

※
u
罸
?
a
只
¥
住
区
民

事
麪
町
で
の
相
談
は
、
足
立
社

会
保
険
篳
務
所
の
年
金
狠
冒

も
参
狎
¥

チ
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
氏
年
命
課
推
進
係

s
(
3
8
8
0
)
a
l

1
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と

し
た
疑
問
や
様
々
な
心
配

事

に
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所
の

狠

祠

が
答
I

ヂ

。

日
時
1
侃
毬
(
水
)
、
午
前
　

1
0
時～
午
後
■
堽
芬

塲
所

中
央
本
町
庁
舎
冫

唄
　

毘

年
金
課
前

※
「
ね
を
兄
相
談
コ
1
-
ナ
ー
」

は
、毎
月
平
↓
i

日
に
開
設
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
命
驟
推
進
係

昔
(
3
8
8
0
)
8
6
1

保
険
料
の

納
付
は

お
済
み
で
す
か

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
各

月
の
翌
月
末
E
が
納
期
箏
と
な

っ
て
い
ホ
ヂ

。

1
1耳
分
の
保
険
料
の
納
期
限

は
U
谺
甘
で
す
。
布
4
ぐ
の

銀
行
や
郵
便
局
な
采
崟
融
機

関
、
ま
た
は
区
民
事
務
所
、
国

民
年
命
課
の
窓
口
で
早
め
に
納

忖
じ
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
″
刹
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
い
な
疋
孝
豕
7
と
、
納
{

憲
れ
が
膏

晝

芯

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
令
課
保
険
料
係

S
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

お
知
ら
せ

足立区農業委員会
委員選挙

選挙人名簿の調製に
ご協力を

区
選
挙
宜
擂
含
貴
会
で
は

、

農
業
耆
貝
会
萱

迴

掌
の
選
挙

人
盒

原
爭

気
だ

め
。
毎
年
L

月
1
日
を
県
準
に
選
挙
人
名
簿

の
調
製
夲
羇
蔽

申
請
翳
に
よ
っ

て
吋
っ
て
い
ま
す

。

こ
蠧

最

申
講
一

は
、U

月

中
旬
に
区

選
挙
雹

萎

興
令
か

ら
唇
烝
一
事
者
あ
て
に
馮
付
し

求
罵

ぶ
餮

事
項
を
£
入
の
つ

え

、
同
封
Q

珊

用

封
筒
で
期

限
内
に
ご
返
送
ぐ
だ
さ
い

。

提
出
期
限

平
成
5
年
卜
良
U
　

瑟

着

問
合
せ
先

マ
中
央
本
町
庁

舎
・
唇

黍

騙

会

昔
(
3
　
8
8
0
)
5
1

Å

▽
本

庁
舎
(
千
住
)
・
選
挙
箟

埋
委

員
会戸

籍
交
付
手

数
料
の
改
定

平
成
5
年
L
月
1

叺
か
ら

。

戸
籍
交
岔
i

料
が
次
の
ぷ
つ

に
改
定
に
な
n
棄
夛

。

マ
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
・・
槇
円

マ
除
籍
の
謄
本
・
抄
本
・・
7
0
0
円

マ
戸
籍
配
棗

忝

証
明
…
3
0
0円

マ
除
籍
配
棗

乖

証
明
=
・
4
0
0
円

マ
届
書
の
営
鏐

萌

串
:

瓸
円

▽
令
i
号
た
だ
し
書
の
証
明
書

(卜
賢
紙
)

…
…
…
千
壅
円

マ
届
書
等
の
閲
覧

…
…
M
円

※
い
ず
v
T

通
(
1
)

あ

た
り
の
料
命
で
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

戸
籍
課

s
(
3
～
O
)
5
0
R
7

図
書
館
の

臨
時
休
館

館
内
殺
虫
消
毒
作
業
等
の
た

め
、
次
の
図
書
館
が
臨
時
休
館

」
薫
す
。
ご
不
佃
麥
お
&
じ

埀
ふ

、
柴
副
書
館
袤
翁

用
く
だ
さ
い
。

・
東
和
・
舎
人
・
保
塚
・
興
本

図
書
館

休
館
期
間

平
成
5
年
1
月

1
7ふ
甘

・
や
よ
い
図
碍
鰡

休
館
期
間

平
成
5
年
1
月

2
4・
a
n

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

き
(
a
4
0
)
4
6
4
6

募

集

家庭福祉員 ・

児童緊急一時

保護者

噺
家
糜
福
祉
具

昼
間
動
め
て
い
る
な
め
、
子

供
(

ま

満
の
吼
幼
児
)
の
丗
話

が
で
き

な
い
お
母
‘
'ん
の
代
ひ
に

、
そ

の
子

供
を
保
育
す
る
仕
事
で

す
。5

募
で
I
?
(
は
、
区
内
に

居
住
す
る
2
5
歳
～
6
0
歳
ま
で

の
、
保
母
、
稔
貝
、
助
産
婦
、

衷

ほ

看
護
婦
の
資
孥
を
お
持

ち
の
万
で

す
。

・
児
靠
冦
一
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
子
供
(
牛
襃

冫
刀
月
吩
幸
齢
未
満
児
)
の

世
話
が
で
き
な
い
お
壓
兄
の

た
め
に
、
一
時
的
に
そ
の
早
奐

蠹
恐
笂
任
事
で
y
。

5
募
で
霤
9
人
は
、
区
内
に

居
住
し
、
謚
悉
保
音
経
験
の

あ
る
原
手

。

-

い
ず
れ
も
ト
ト

※
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ

2
手
。
く
扣
y
汪
、
お
問

い
命
5
せ
ぐ
だ
き
い
。

申
込
先
襲
福
振
議
会

問
命
せ
先
見
穏
祉
協
議
会
　
s

(
3
8
8
8
)
1
5
a
　

胥
ぼ
本
庁
舎
(
千
住
)
・
保

育
第
一
係

公
立
保
育
園

非
常

勤

職

員

採
用
予
定
日

平
成
5
年
夕
荷

L
日
以
降

募
集
人
数

約
2
0人

応
募
一
貫
格

辺

黔
で
整叨
歳
禾

満
で

。保
母
・
幼
稚
園
教
諭
・

看
護
婦
・
彊

篩

の
い
す
れ

か
の
資
格
の
あ
る
万

、
尭
　

は
保
育
薗
で
の
パ
ー
ト
経
験

の
萱

芳

勣
稱
条
件

週
1
8
時
間
'
K
f
c
!
　

誕

認

間
翦

雇
用
期
間

原
則
と

‥そ
1

年

間
。
な

侭
}
、
必
要
に
応
じ

1

薪
可

報
酬
等

▽
週
1
8時
間
:
白
万

冫
t
円

▽
週
2
4時
間
…
1
2
　

万
1
千
円
(
平
成
4
年
度
実

績
)

※
年
次
休
暇
气

応
募
方
法

履
歴
書
(写
真
付
)
　
1

翆
痔
参
の
『
‘汽
、
直
接

窓
口
へ

応
蠢
酲

平
成
5
午
肖
8

応
募・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
保
育
第
一
係

3 月分の利用案内
●伊豆高原あだち荘
●湯河原あだち荘
●日光・塩原林間学園
●鹿沼野外レクリエ
ーションセンター

申
込
方
法
表
6
の
公
社
施
設
　

刄
取
売
(
4
0
円
)
寸
気
餅
定
　

の
甲
匚
ざ
ぶ
(
ガ
キ
に
、利
　

用
籌
獸
名
・
利
用
希
望
月
日
　

(
第
1
希
望
ま
で
可
。休
館
　

尽
効
用
で
寺
壽
ヤ
ん
)
等
　

の
必
要
事
項
登
記
入
し
、表
　

余
y
茹
魅
辰
へ
籾
蛩
忌
　

は
持
参
(
I
グ
ル
ー
プ
L
枚

に
隕
n
汞
歹
)

患
騒
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
(
ガ
キ
申
に込

み
は
、
宿
泊
棟
り
嘔
缶

。
バ

ン
ガ
ロ
ー
、
常
設
テ
ン
ト
。
幕

営
地
は
、
平
成
5
年
4
月
ま
で

閉
収
輿
酋

、
利
用
で
煮
ま
せ

ん
。

申
込
期
間
1
　

月
1
日
～
1
0
　

息

着

抽
選

コ
ン
ビ

ュ
ー
タ
で
当

選
・
蹇
塲
を

決
定
。
結
果

苧

月
下
旬

に
祗
愿
(
ガ

キ
で
お
知
ら

せ
し
孚

鬻
忖

道

者

は
冫
月
1
日

～
U
甘
ま
で
に
譽
豕
盜
社

施
設
で
割
宰
憶
晏
し
て

く
だ
さ
い
(
こ
の
期
間
を
遜

ぎ
寉
羊
ヤ
ン
セ
ル
扱
い
に

な
2

チ
)

空
き
室
の

利
用
法

▽
蔆
震
の
習
儼
の
甲
匚
込

み
は
、
利
用
月
の
前
月
の
第

蓋
薩
E

か
ら
「
あ
い
ネ
ッ

ト
2

端
末
機
で
予
約
で
き

ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施

設
で
も
匱
接
受
口
付
け
に蚤

す
。

マ
電
話
予
約
は
第
1

逧
a

か

ら

、
公
社
の
各
癇
設
で
翼
け

付

ぼ

ヂ

。

▽
～表

―
の
各
公
社
焉
辰
で
受
け
　

付
け
て
い
廖
y
。ま
べ
2
　

月
4
は

、
窓
口
・・・
1
月
8
日

か
ら
、
電
話
・
:卜
a

汐

笳

急

皀

け

孚

。

※
予
約
後
、I
E
以
内
に
お
近

く
{
盜
社
肺
傴
荊
狠
キ
纃
き

し
て
ぐ
が
ざ
い
。こ
の
期
間
を

過
薺
?
羊
ヤ
ン
セ
ル
扱
い
に

な
旦

手

。

薬

蓿
莉

用
の
印
し
一
流

は

、

利
用
日
の
瓦

勗

ま
で
で
岑
ま

す

。訂
正
と
お
わ
び

U
銀
苜
譽

」面
の
「2
月

分
の
保
養
肺
島
i

巣
内

の

記
事
に
誤
叺
m
あ
Q
y
レ
咫
。

当
選
者
受
付

(正
)
1
月
5
日
卜
7
L日
　
(

誤
)
1
月
5
日
よ
…
甘

酊
m
し
て
祁
R

じ
季
y
。

〈
広
報
課
〉

表6　公社施設一覧表 表7　 各施設利用案内

※ 年末年始のお休みのため、1月28日～1月4日まで、保養所の申し込みは受け付けできません。

海
外
旅
行
先
の

飲
食
に
ご
注
意
を

年
末
年
始
に
海
外
へ
旅
行

す
久
芳
が
、
年
々
増
え
で
い

ホ
歹
。
で
も
、
帰
っ
て
か
ら

下
邪
洫こ
の
齋
一で
何
日
も

休
む
冫
つ
で
は
、
楽
」
か
っ

た
旅
行
も
台
無
し
で
瓦

片
図

は
、
衛
生
試
験
所
で

の
過
云
5

年
間
に
蔗
る
検
査

の
中
で
ご
毋
外
旅
行
肴
か
ら

見
つ
か
っ
た
病
原
菌
の
数
で

す
(
叺
見

添
で

懲

憺

た

人
は
雷
沢
れ
て
い
ま
せ
ん
)
。

屁
状
の
あ
っ
た

人
や
そ
の
同
行

者
陬
人
を
凾
べ

た
と
冫

り
、
延

べ
1
4
9の
病
原
菌

が
み
つ
か
り
ま
k
2

冢
t
(

腸
菌
、
サ
ル
モ

ネ
ラ
、
腸
炎
ビ

ブ
ひ

オ
が
、
そ

の
ベ
ス
ト
3
で

す
。
ま
た
、
法

家

氈

痾
で
あ

'况
碵
蓼
も
、
1
6人
か
ら
竟

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

特
に
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド

枩
圓
は
要
注
會
7

。

飲
料
水
・
食
品
の
保
管
、

調
饗
男
環
膺
。
気
温
の
高

さ
、
そ
し
て
衛
伍
状
即
は
、

日
本
と
は
雲
泥
の
差
が
あ

り
、
訶
原
枩
笑
気
に
暴
れ

回
る
条
件
が
葦
つ
っ
て
い
ま

す
。レ

粐
し
、
こ
れ
ら
の
病
原

陬
は
熱
に
弱
い
の
で
、
加
熱

し
た
も
の
菅
貫
べ
、
水
や
生

水
に
注
覃
y
れ
ぱ
、
下
痢
は

か
餮
沁
吁
季
y
。
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

〈
衛
奧
試
験
所
〉

海外旅行者から検出された病原菌
その他



1992 年( 平成4 年) 12 月15 日あ だ ち 広 報第984 号 ( 8)

ス イ ッ チON あ な た も

い よい よ大 学生

～放送大学学生募集開始～

生
涯学
習
へ
の
第
一
歩

い
つ
で
甎
こ
こ
で
も
学
べ
る

大
学
「笏
哭
学
」の
学
習
セ

ン
タ
ー
畄
笠
区
東
綾
瀬
に
設

擘
言
れ
、来
年
i
月
か
ら
の
受

講
が
大
穿
尿
洵
に
な
2
ヂ
。

目
的
に
あ
わ
せ
て
選
べ
ま
す

敖
挙
(
学
で
の
鞳
錏
の
学
習

は
、一
丁
レ
ビ
ー
ラ
ジ
オ
で
放
送

さ
れ
る
授
業
と
印
刷
教
材
で
竹

い
ま
t
か
、
逶
蕕
導
や
面
接

哲
男
?
に
よ
っ
て
、
J
{
ら
に

充
実
レ
た
学
習
が
可
能
で
す
。

又
露
狸
鞏
一
(
卒
譽
跟
ぎ
　

す
&
生
)

高
等
学
校
卒
業
寉
込
み
を

含
む
)
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
資
格
が
酪
蒭
整す
。

6
つ
の
専
攻
の
冫
刄
弄
た

い
と
黶
右
の
を
選
択
じ
、
学

習
奮
沃
汞
す
。
1
7
単
位
嘔
よ

は
面
桔
稷
業
を
受
講
兮
名

に
な
ひ
乖
ぷ
、
こ
れ
に
謚
東

京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
が
便
利

で
t
y
。期
間
は
最
長
1
0
年
間
在

学
で
き
、卒
業
が
認
定
さ
れ
る

と
雫
エ
(
教
養
)
の
学
位
が
授

与
衰

笛

ず

。

ワ
選
鈕

霆

笙
(
1

年
間
在
学

す
る

学
生
)
・
科
目
履
修
生

(
―
学
期
閧
在
学
す
る
学

生
)

大
字

で
苹
堅

気
y

整
y喜

ほ

が
目
叨
で
は
な
ぐ
、
広
く
教
養

を
身
に
つ
け
ゑ
だ

め
、
一
定
の

科
目
を
選
択
し
て
履
修
し
ま

す

。1
8臑
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、

特
別
の
賣
糂
ほ
い
n
ま
せ
ん
。

お
早
め
に
入
学
手
慥

晏

出
願
受
付
期
間
平
成
4
年
1
2
　

月
1
5
a
～
平
成
5
年
l
月
1
5

授
業
開
始
平
成
5
年
t
月

間
合
せ
先

放
送
大
堂
果
京
第

三
学
習
セ
ン
タ
ー
(
東
部
区

民
ホ
ー
ル
内
)

〒
1
2
0東
綾

瀬
L
匚
5

卜
1
7

昔
(
3
6
0
5
)
2
Q
り
L

成
人
の
日
の
集
い

新
た
に
成
人
と
し
て
門
出
を

迎
蛋
杳
発
穿
9
つ
成
人

四
匕
の
集
い
」
を
鬩
催
し
豕
y
。

対
象
の
万
阮
架
内
状
菅
芻
送

卩
¥
チ
の
で
I
冒
詁
丙

状
氈
起
叭
の
Q
&
i
笳
く

だ
w

い
。
な
お
、
服
装
は
平
服

で
お
願
い
匚
¥
ヂ
。

日
時

平
成
5
年
1
月
1
5日

(祝
)
、午
後
1
2時
卸
分
受
付

開
始

午
後
L
時
卸
分
開
会

掻
酊

東
京
武
道
館
(
綾
瀬
駅

下
車
徒
歩
町
分
)

対
象

昭
和
4
7年
4
月
2
日

～
昭
和
4
8
年
t
t
月
1
日
ま
ま
　

れ
の
方

班
会
場
夸

内

紛
迸
に
は
駐
車

場
が
あ
ひ
愚

兄

。
自
動
車
で

の
来
場
は
ご
迴
原
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
青
少
年
課
驃

屎

a
(
3
8
8
2
)
1
　

㈹

クリ スマス

人形劇公演

劇
団
「
で
ぐ
」
に
よ
る
人
形

劇
で
y
。
鍔
罕
で
お
た
の
」
み

く
だ
さ
い
。
(入
場
無
料
)

日
時
1
9
冐
哂
甘
(
水
)
、
午
後

1
時
A

時

渮

中
忠
凶
書
痙

対
象

幼
児
か
享
(
人
の
方
ま

fにど
な
た
で
も

演
目

「
ポ
チ
の
ゆ
か
い
な
お

べ
ん
き
ぎ
つ
」「
黔
急
睾
瓦

と
濁
陥
は
」「
お
し
ゃ
も
じ
あ

そ
び
」

窖
貝
1
1
0人
(
先
着
鵈
)

申
込
方
法

当
日
唇
燮
蕩
へ

問
合
せ
先

中
央
図
轡
館

a
(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

リブ・イン
( わたしの便利帳)

の訂正

～病院・診療所

今
年
具

に
5
何
処
「
リ
。

ブ
マ

ン
害
一
の
1
2
5ぺ日
夕
心
L

行
目
の
有
糾
篋
院
の
電
話
番

禁
I

マ

い
ま
じ
た
こ
怛

く
は
X
i
(
3
8
8
5
)

炙
9
1

で
耳

県

男
冫
啄
と

利
用
ぐ
だ
さ
い
。

訌
回
纏

臂

計

¨

ご社

付
ご
情 報 コ ー ナ ー

東綾瀬公園アイススケート 場の案内も始めました

電話一本でいろいろなことが調べられます
電話による区政情報案内

「ハローあだち亅3272- 8600
利用時間冫土曜日・・・午前9時　～

午後8時C>日曜日・祝日…　
午前9時～午後5時〉月～金　
曜日…午後5時～8時

※ 年末年始( 12月29日～1月3日)
を畭き ます
区役所が休 みの土 ・日曜日、祝

日、さらに 、平日の業務終了時に、
電話で休日診療所や 図書館などの
区の施設について の問い 合わせに
お答えします。NTT のオペレ ー
タが 「NTT のハロ ーダ イヤルで
す」とでますので、「足立区 の⊂X⊃
○ について知りたい ので すが? 」
とお聞きください。
※ NTTr ハロ ーダ イヤル」では、
区の情報のほか、23区内のグ ルメ
情報やホテル・旅館、趣味 ・レ ジ
ャーなど多くのお店の特徴などを

電 話でお知ら せし ています。同時
に向 件でも 聞けて、案内料は無料
で す( 通話料のみ) 。

〈現在 提供中 の主な情報〉
・休 日診療所
・ス ポーツ施設の連絡先
・図 書館 の休館日、連絡先
・放 置自転 車の撤去先、引き取り
方法

・商店街土 ・日・祝日駐車場( 竹
の塚、千 住付近)

・郷土薄物館、プ ラネタリウム、
花畑記念庭園 、都市農業公園等
の連絡先、交 通機関等

・住民果を土曜 日に受 け取る方法
・主な区のイベント

ぜひご利用ください。

青年センターの催し

子育て講演会
「子どもと絵本
との出会い」

子どもにどのように 絵本を与え
ていったら良いのか。 選び方や与
えるポイント を考え ます。
日時1月13日( 水) 。午前10時　～

正午
講師 赤木かん子氏( 子ど もの本
の探偵)

費用 無料
申 込方法 当日直接会場へ

子育てサロン
子育てについて、若いお母さん

同士の自由なおしゃべりのサロン
です。
日時1月20日( 水) 、午前10時　～

正午
費用 無料
申込方法 当日直接会場へ
※ 子育て講演会、子育てサロンで
は、お子さんの保育を行います。
お問い合わせください。

映像で見る世界
第20回

明日を担う世界の女性達
困 難な状況 の中で人 々が生活し

ている国 々があり ます。その生活
を支え、明 日を 築くために活躍し
ている世界の女 性遠の姿を 描きま
す。
日時1月20日( 水) 、午後7時　～

9 時
内容 冫 この手で未来を ーケニ ア

の女たち 〉ク ーロ ンの素顔-
ペト ナムの村の女たち じ〉カサ
デ カレ ー- メキシコの村の女
たち

費用 無料
申込方法 当 日直接 会場へ

国際化セミナー
一人芝居

「身世打鈴」
在日韓国・朝鮮人 とし ての自身

の半生を、一人芝居 という 形に託
し て伝えている宋富子さ んの舞台
と交流の集いです。
日時1月31日( 日) 、午後2時　～

7 時
内容C> 「身世打鈴」上演 じ>交
流会

定員 青年男 女60人
費用500 円
申込方法 電話( 先着順)

和食のおかず
「今どきのおそうざい」

入 門
今、見直されてい る和食。ヘル

シーでおいし い伝統の味にちょっ
ぴり 新しい 感覚をとり 入れたr 今
どき のお そうざ い」をご紹介しま
す。
日時1月28日、2月4日・18日・　
25日午後6時30分～9時

講師 海藤 ユキエ氏
費用4 回分6000 円( 材料費)
申込方法 電 話

- いずれも 一
場所・申込・問 合せ先 青年セン
ター( 西新#1- 4- 17)

S3890- 0061

東京足立少年少女合唱団

第21回 クリスマス
チャリティー

コンサート
今年もクリスマス・チャリティ

ー・コンサートの季節となりまし
た。
今回は、昼の部・夜の部と2 回

行います。ご家族で、心暖まるひ
とときをお過ごしください。

日時 、12月20日( 日)
冫 昼の部… 午後2 時開 演
a 夜の部… 午後6 時30 分開演

場所 竹の塚ホ ール( 竹 の褫セン
タ ー4 階) 〈入場無 料〉
演奏曲目 赤鼻のトナカ イ のぱ
ら 、おお! シ ャンゼリ ーゼほか

特 別出 演 ロート スブル ーメ( 夜
の 部のみ出 演)

問 合 せ 先 串 務 局・薬 師 神 豐
3852- 3232C 夜間) 、本庁舎( 千
住) ・文化 振 興 係B3882 ―1111　
四

第42回

区民駅伝大会

日時2 月7 日( 日) 、午前8 時30　
分までに受付( 小 雨、小雪決行)

集 合場所 荒川千住新橋緑地( 千
住五丁目地先、虹
の広場)

コース千住新橋　～
扇大橋閧〔荒川

河 川敷右 岸〕
参 加 資 枯 区 内 在
住・在動・在学の
方

参加 費D 一 般、学
生、高 校生 … 1 チ
ー ム3 千 円r> 中
学 生・・・1 チ ー ム
千円

部別・チーム・距離
右上 表のとおり

申込方法 体育協会の窓口にある
所定の申込用紙に必要事項を記
入、参加費を添えてお申し込み
ください

申込期限1 月14日
申込・問合せ先( 財) 足立区体
育協会事務局

03882 ―1111㈹

※ 女子高校・一般の部のチームは、中学生は含みません

※ 男子一般の部のチームは、高校・学生は含みません

※ ☆印の競技は、墨東五区大会の選考を兼ねます

～ ス夕ンプラリー～

特別記念品(豆はっぴ) 贈呈
スタンプラリ ーは、区の 施設や

名所旧跡など区内20ヵ所にあ るス
タ ンプ を集めていただくもので 、10
以上スタ ンプを集めた方に記念

品を 差し あげます。
また、全部集めていただいた方

に は、 オリジナルスタンプラリ ー
手帳も 差し あげます。
12月21日から1 月29日までの期

間に ついては、先着300 人の方に限
り。こ れらの記念品のほ かに、「オ

リジナル豆は っぴ 」を差しあげま
す。
運 動不足 に なり がち な年 末 年

始、ご家 族で参加し てみませんか。
※ マップが置いてあ る場所
本庁舎( 千 住) 、中央 本町 庁舎、綾
瀬ブ ルミエ、郷土博 物館 、花畑記
念庭 園、総合スポ ーツセンタ ー、
エ ル・ソフィア、西 新井区民 ギャ
ラリ ー、都市農業公園
問 合せ先 観光協会 事務局( 中央
本庁 舍・産業振興 課内)

S3880- 5191
RECYCLEPAPER
―森林資源を 大切に―

N. I . H240, 000


